
 
 
３１年ぶりの開催！

奥多摩郷土芸能祭

奥
多
摩
郷
土
芸
能
祭
が
、
奥
多
摩
郷
土

芸
能
祭
実
行
委
員
会
の
主
催
に
よ
り
、
令

和
６
年
９
月
29
日
に
奥
氷
川
神
社
境
内
に

お
い
て
31
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
に
は
、
獅
子
舞
を
は
じ
め
20
に
の
ぼ

る
郷
土
芸
能
が
あ
り
ま
す
。郷
土
芸
能
は
、

地
域
の
方
々
及
び
保
存
団
体
の
並
々
な
ら

ぬ
努
力
と
熱
意
に
よ
り
保
存
、
伝
承
が
図

ら
れ
て
い
る
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

こ
の
た
め
、
郷
土
芸
能
団
体
と
行
政
が

協
働
し
て
郷
土
芸
能
の
保
全
を
図
る
た

め
、
地
区
ご
と
で
な
く
、
全
町
合
同
で
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
郷
土
芸
能
の
継
承
を

図
り
ま
し
た
。

当
日
は
延
べ
約
１
，
０
０
０
名
が
観
覧

さ
れ
、
地
域
で
保
存
、
伝
承
さ
れ
て
き
た

貴
重
な
町
の
郷
土
芸
能
17
団
体
（
獅
子
舞

12
、
囃
子
２
、
神
楽
１
、
車
人
形
１
、
鹿

島
踊
１
）
が
一
堂
に
会
し
、
各
地
域
の
貴

重
な
伝
統
芸
能
を
披
露
す
る
こ
と
に
よ

り
、
未
来
へ
向
け
て
継
承
し
、
そ
の
魅
力

を
町
内
外
に
広
く
発
信
し
ま
し
た
。

※
下
記
写
真
の
説
明
文
は
、
各
地
域
の
獅

子
頭
や
演
目
等
を
表
記
し
て
い
ま
す
。

境獅子境獅子

川野車人形川野車人形小丹波・南氷川囃子小丹波・南氷川囃子神庭の神楽神庭の神楽

日原獅子日原獅子棚沢獅子棚沢獅子白丸獅子白丸獅子

小河内の鹿島踊小河内の鹿島踊

栃久保獅子栃久保獅子

原獅子原獅子 小留浦獅子小留浦獅子 川井獅子川井獅子 大氷川獅子大氷川獅子 海沢獅子海沢獅子

川野獅子川野獅子 大丹波獅子大丹波獅子

奥氷川神社境内にて
盛大に行われた

奥多摩郷土芸能祭の様子
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＜タブレット端末を活用した学び＞

＜小・中学校の連携を図った授業改善＞

＜古里小＞ 令和６年度　研究発表校＜古里小＞ 令和６年度　研究発表校
　自分の考えをもち、表現できる児童の育成
『持続可能な社会へ』～子供とつくるまちづくり～
研究発表会
　令和７年２月12日(水)
内容（予定）
　授業公開
　研究発表
　講師を招いての講演会

＜氷川小＞＜氷川小＞
自己の学習を調整しながら
　　　　　主体的に学びを楽しむ児童の育成
～個別最適な学びで実感を伴う授業を通して～

＜奥多摩中＞＜奥多摩中＞
全員支援教育に向けた授業改善
～Wellbeingの考えと授業のUD化～

学習習慣の定着・学力の向上

よりよい生活・運動習慣の定着・体力と運動能力の向上

小学６年生と中学３年生を対象に全国学力・学習状況調査を実施しました。言葉の特徴や使い方
に関する事項が苦手な傾向にある等、子供たちの実態を把握し、学習習慣の定着や学力向上に向け
た授業改善につなげています。

小・中学生を対象に東京都体力、運動能力、生活・運動習慣等調査を実施しました。令和６年度
は東京都より「TOKYO スポーツライフ推進指定地区」の指定を受け、子供たちがより運動に親し
みながら運動習慣の定着につなげていけるよう取り組んでいます。

「個別最適な学び」と「協働
的な学び」の一体的な充実を
目指し、ICTを活用した授業
づくりに励んでいます。全国学
力・学習状況調査における「授
業でのタブレット端末の活用
状況」に関する問いは、東京
都・全国の割合を上回っていま
す。学習の充実に向けて、より
効果的な活用方法を追究して
います。

 子供たちの苦手とする学習
内容や学習状況の課題を小・
中学校の連携を図り、共有
し、授業改善につなげていま
す。全国学力・学習状況調査
における「授業は、自分にあっ
た教え方、教材、学習時間な
どになっていましたか。」の問
いに対して、多くの児童・生徒
が肯定的な回答をしていること
が分かっています。

他にも、脳機能の向上と神経の伝達機能強化を促すことを目的とした「ライフキネティック」と呼ばれる運動を体験
したり、ボールを使った運動の関心をより高めるために「バスケットボール」の教室を開催したりしています。

＜生活科・総合的な学習の時間＞

～今後のよりよい生活・運動習慣の定着に向けて～
体力、運動能力、生活・運動習慣等調査結果より、「運動やスポーツをすることが好き。」「授業以外でも運動やスポー

ツをもっとしたい。」という設問に対して肯定的な回答をする児童・生徒が多い傾向にあります。
一方で、１日のうち、スマートフォンやタブレット端末の画面を長時間見ている子供も多くいることが分かっていま

す。（学習時間を除く。）学校・家庭・地域が一体となって、よりよい生活・運動習慣の定着に向けて、取り組んでい
きたいと考えています。

＜校内研究の取組＞
　子供たちの学びを充実させるために、各校で

校内研究に取り組んでいます。授業力向上に向けて、
日々研鑽しています。

＜ボルダリング教室の実施＞
クライミングジム「CARAMBA」のご支援を受け、
小学校にボルダリングウォールを設置しました。また
ボルダリング教室も実施し、子供たちは楽しみながら、
奥多摩に身近なスポーツを体験することができました。

＜アスリートとの交流＞
世界でも活躍しているアスリートと交流しながら、「柔道」「タ

グラグビー」のスポーツ教室を実施しました。また、前向きな
気持ちの在り方についてもお話しいただきました。体験した子
供たちは笑顔を見せながら、運動に親しむ姿が見られました。

令和6年12月5日 奥 多 摩 の 教 育 第 2 3 8 号（2）



令和７年度使用中学校教科用図書

種目 発行者 教科書名
国語 光村図書 国語
書写 光村図書 中学書写
社会（地理的分野）帝国書院 社会科　中学生の地理

世界の姿と日本の国土
社会（歴史的分野）帝国書院 社会科　中学生の歴史

日本の歩みと世界の動き
社会（公民的分野）帝国書院 社会科　中学生の公民

よりよい社会を目指して
社会（地図） 帝国書院 中学校社会科地図
数学 東京書籍 新編　新しい数学

MATH CONNECT数学のつながり
理科 啓林館 未来へひろがるサイエンス
音楽（一般） 教育芸術社 中学生の音楽
音楽（器楽） 教育芸術社 中学生の器楽
美術 光村図書 美術
保健体育 Gakken 新・中学保健体育
技術家庭（技術分野）教育図書 新技術・家庭　

技術分野 明日を創造する
技術家庭（家庭分野）東京書籍 新編　新しい技術・家庭

家庭分野 自立と共生を目指して
外国語 開隆堂 Ｓｕｎｓｈｉｎｅ　Ｅｎｇｌｉｓｈ
特別の教科　道徳 日本文教出版 中学道徳　あすを生きる

令
和
７
年
度
か
ら
使
用
す
る
中
学
校
教
科
用
図
書
が
決
ま
り
ま
し
た

７
月
25
日
の
教
育
委
員
会
定
例

会
に
お
い
て
、
令
和
７
年
度
使
用

中
学
校
教
科
用
図
書
の
採
択
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

奥
多
摩
町
は
、
瑞
穂
町
、
日
の
出

町
、
檜
原
村
と
共
同
採
択
と
な
り

ま
す
。

採
択
ま
で
の
流
れ
と
採
択
結
果

は
図
・
表
の
と
お
り
で
す
。

✿
教
育
相
談
室
よ
り
✿

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
を

育
て
る

　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

　
加
藤 

祥
子

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ

と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
？精

神
科
医
・
小
説
家
の
帚は
は
木き
ぎ
蓬ほ
う
生せ
い

氏
は
、
そ
の
著
書
『
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・

ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
　
答
え
の
出
な
い

事
態
に
耐
え
る
力
』
で
、「
負
の
能
力
、

陰
性
能
力
、
性
急
に
証
明
や
理
由
を

求
め
ず
に
、
不
確
実
さ
や
不
思
議
さ
、

懐
疑
的
の
中
に
い
る
こ
と
が
で
き
る

能
力
」、
端
的
に
言
え
ば
、「
ど
う
に

も
答
え
の
出
な
い
、
ど
う
に
も
対
処

し
よ
う
の
な
い
事
態
に
耐
え
う
る
能

力
」と
し
て
い
る
。こ
の
概
念
を
作
っ

た
の
は
、イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
ジ
ョ
ン
・

キ
ー
ツ
。
弟
に
宛
て
た
手
紙
の
中

で
一
度
だ
け
使
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
従
事

し
た
イ
ギ
リ
ス
人
精
神
科
医
ウ
ィ
ル

フ
レ
ッ
ド
・
ビ
オ
ン
が
、
心
理
臨
床

の
場
で
こ
の
概
念
を
重
視
し
広
め
た

と
さ
れ
ま
す
。
　

近
年
は
ネ
ッ
ト
社
会
の
影
響
か
、

す
ぐ
に
結
果
を
求
め
た
り
、
一
つ
の

物
事
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
る
と
簡

単
に
別
の
も
の
に
変
え
た
り
す
る
傾

向
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。「
努
力

は
報
わ
れ
る
」「
努
力
が
実
を
結
ぶ
」

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
頑
張
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
必
ず
し
も
結
果
が
で

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
・
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
が
育
っ

て
い
な
い
と
、「
で
き
な
い
」
こ
と

に
耐
え
ら
れ
な
く
な
り
、
自
分
を
顧

み
る
こ
と
な
く
、
他
者
攻
撃
に
つ
な

が
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ

を
培
う
に
は
、『
世
の
中
、
す
ぐ
に

解
決
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
』『
時

間
が
か
か
っ
て
も
し
ょ
う
が
な
い

こ
と
が
あ
る
』
と
理
解
し
、
急
が
ず
、

焦
ら
ず
時
の
流
れ
に
任
せ
て
み
る
。

人
間
関
係
に
お
い
て
も
、
す
ぐ
に
結

論
を
求
め
ず
、
相
手
に
歩
調
を
合
わ

せ
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け

て
形
成
す
る
姿
勢
が
大
切
で
す
。

親
子
関
係
、
夫
婦
関
係
、
友
人
関

係
が
円
滑
に
な
る
一
歩
に
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

（３）第２３８号            奥 多 摩 の 教 育         令和６年１２月５日 

  
 

７
月

25
日
の
教
育
委
員
会
定

例
会
に
お
い
て
、
令
和
７
年
度
使

用
中
学
校
教
科
用
図
書
の
採
択

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

奥
多
摩
町
は
、
瑞
穂
町
、
日
の

出
町
、
檜
原
村
と
共
同
採
択
と
な

り
ま
す
。 

採
択
ま
で
の
流
れ
と
採
択
結
果

は
図
・
表
の
と
お
り
で
す
。 

                    

            
 

               
 

   

  

４月 
西多摩地区教科用図書採択協議会の

設置（各町村教育長・当該教育委員

会で選出された教育委員） 

５・６月 

調査委員会・教科別専門部

会による調査研究（学校関

係者・PTA 代表等） 

７月 

西多摩地区教科用図書採択協議会

で種目ごとに１種選定 

教
科
書
展
示
場
に
お
け
る

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施 

教育委員会での採択 

令和6年12月5日奥 多 摩 の 教 育（3）第 2 3 8 号



修
学
旅
行
へ
行
っ
て
き
ま
し
た

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
探
求
と
楽
し
む
こ
と
を

両
立
し
、最
高
の
思
い
出
を
つ
く
ろ
う
！
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
３
年
生
18
名

で
奈
良
・
京
都
修
学
旅
行
を
10
月
８
日

か
ら
２
泊
３
日
で
実
施
し
ま
し
た
。

事
前
学
習
で
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点

で
巡
る
古
都
の
旅
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

一
人
一
人
見
学
地
を
決
め
調
査
し
、
現
地

で
の
取
組
を
実
際
に
取
材
し
ま
し
た
。

出
発
前
は
行
程
の
ほ
と
ん
ど
が
雨
天

の
予
報
で
し
た
が
、
新
幹
線
が
新
大
阪

駅
に
着
い
た
頃
に
は
晴
れ
間
が
見
え
始

め
、
２
日
目
以
降
は
夏
日
の
よ
う
な
晴

天
の
も
と
、
全
行
程
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

１
日
目
は
法
隆
寺
の
後
、
奈
良
公
園

へ
移
動
し
、
興
福
寺
で
阿
修
羅
像
を
始

め
数
々
の
国
宝
を
見
学
し
、
そ
こ
か
ら

班
別
行
動
で
地
図
を
駆
使
し
て
東
大
寺

の
大
仏
殿
を
目
指
し
ま
し
た
。２日

目
は
京

都
の
町
を
Ｓ
Ｋ

Ｙ
観
光
ガ
イ
ド

の
方
と
一
緒
に
、

バ
ス
や
電
車
で

そ
れ
ぞ
れ
の
見

学
地
へ
向
か
い

ま
し
た
。
ハ
ー

ド
な
行
程
の
班
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ガ

イ
ド
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
下
、
班
員
で

協
力
し
予
定
し
て
い
た
見
学
地
を
全
て

回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

３
日
目
は
班
別
タ
ク
シ
ー
行
動
で
、

運
転
手
の
方
か
ら
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は

載
っ
て
い
な
い
話
を
聞
き
な
が
ら
、
集
合

ま
で
の
半
日
間
、
充
実
し
た
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
修
学
旅
行
で
は
、
宿
の
方
、

ガ
イ
ド
の
方
な
ど
た
く
さ
ん
の
方
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
方
か

ら
「
よ
く
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。」「
礼
儀

正
し
く
て
い
い
で
す
ね
。」
な
ど
お
褒
め

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
渦
中
、

思
う
よ
う
に
い
か

な
か
っ
た
場
面
も

あ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
全
員
で
協
力

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

探
求
テ
ー
マ
を
し
っ
か
り
と
学
習
し
て
く

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

何
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
「
本
物
」
に

直
接
触
れ
た
こ
と
で
、
最
高
の
思
い
出

を
つ
く
る
こ
と
の
で
き
た
３
日
間
で
し
た
。

奥
中
展
で
探
求
、
取
材
の
成
果
を
お
見

せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

報
告　

奥
多
摩
中　

三
輪 

佳
子

５
年
生
交
流
学
習
を
兼
ね
た
稲
刈

り
体
験
で
は
、
秋
の
実
り
を
感
じ
な

が
ら
、
鍬
を
使
っ
て
、
刈
り
取
り
ま

し
た
。
初
め
は
慎
重
に
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
手
際
よ
く

刈
り
取
り
ま
し
た
。

林
業
体
験
で
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
に
教
わ
り
な
が
ら
間
伐
体
験
や

丸
太
の
皮
む
き
、
輪
切
り
体
験
を
行

い
ま
し
た
。
木
を
倒
す
作
業
は
頭
も

使
い
な
が
ら
協
力
し
ま
し
た
。
の
こ

ぎ
り
の
使
い
方
も
後
半
は
上
達
し
、

力
強
く
作
業
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

奥
多
摩
町
の
産
業
や
農
業
に
触
れ

る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
者
の

気
持
ち
を
感
じ
る
機
会
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
学
校
の
枠
組
み
を
超
え
、

子
供
た
ち
が
教
え
合
う
姿
も
見
ら
れ
、

合
同
学
習
の
よ
さ
を
感
じ
る
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。

報
告　

氷
川
小　

小
島 

み
な
み

古
里
小
学
校
・
氷
川
小
学
校
４
年

生
が
合
同
で
10
月
16
日
か
ら
17
日
に

か
け
て
、
都
内
移
動
教
室
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
飛
行
機
の
機
体
工
場
や

ガ
ス
の
科
学
館
見
学
、
浅
草
仲
見
世

通
り
の
散
策
、
ゆ
り
か
も
め
・
水
上

バ
ス
乗
車
体
験
、東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

見
学
な
ど
、
都
内
各
所
を
巡
り
ま
し

た
。
人
の
多
さ
や
建
物
の
大
き
さ
、

そ
し
て
土
地
の
使
わ
れ
方
な
ど
奥
多

摩
と
の
違
い
に
つ
い
て
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

子
供
た
ち
に
と
っ
て
初
め
て
の
宿

泊
行
事
は
、
よ
く
見
て
、
よ
く
聞
い
て
、

し
っ
か
り
と
学
ん
だ
充
実
し
た
２
日

間
と
な
り
ま
し
た
。

報
告　

古
里
小　

泊
谷 

尚
徳

小
学
校
交
流
学
習
（
５
年
生
稲
刈
り
・
林
業
体
験
・
４
年
生
都
内
移
動
教
室
）
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『
奥
多
摩
町

教
育
文
化
活
動
奨
励
者
表
彰
』

こ
の
表
彰
は
、
町
内
に
在
住
在
勤

す
る
個
人
ま
た
は
団
体
が
行
う
教
育

文
化
活
動
を
奨
励
し
、
今
後
の
活
動

に
期
待
し
て
隔
年
で
表
彰
す
る
も
の

で
す
。

11
月
３
日
に
福
祉
会
館
で
表
彰
式

を
行
い
、
今
回
は
次
の
方
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

〔
個
人
〕
新
島 

勲 

氏
（
小
丹
波
）

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
お
く
た
ま
」
の
名
称

で
、
放
課
後
の
時
間
を
利
用
し
た
各

種
の
体
験
教
室
と
、
毎
年
２
月
に
開

催
さ
れ
る
「
ひ
な
人
形
展
」
を
企
画
し
、

伝
統
的
文
化
の
継
承
と
発
展
に
貢
献

さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

〔
団
体
〕

奥
多
摩
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

町
内
の
小
中
学
校
で
長
年
に
渡
る

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
に
よ
る
選
手
育

成
及
び
、
奥
多
摩
中
学
校
の
部
活
動

で
の
指
導
で
活
躍
さ
れ
、
奥
多
摩
町

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
歳
を
祝
う
会 

御
案
内

今
回
、
奥
多
摩
町
の
二
十
歳
を
祝

う
会
の
参
加
対
象
の
方
は
、
平
成
16

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
の
方
で
す
。
現
在

町
内
に
お
住
ま
い
の
方
、
ま
た
は
町

内
の
小
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方
で

す
。
対
象
の
方
に
は
、
ハ
ガ
キ
で
12

月
中
旬
に
ご
案
内
し
ま
す
。

【
日
時
】 

令
和
７
年
１
月
13
日
（
祝
）

　
 

午
前
10
時
よ
り

【
会
場
】 

奥
多
摩
文
化
会
館

【
お
問
合
せ
】 

教
育
課
社
会
教
育
係

 
 

☎
（
83
）
２
２
４
６

教
育
委
員
に
大
串
千
代
氏
再
任

奥
多
摩
町
教
育
委
員
の
大
串
千
代

氏
は
、
10
月
１
日
で
任
期
満
了
に
な

る
こ
と
か
ら
、
令
和
６
年
第
３
回
定

例
町
議
会
に
お
い
て
同
意
を
得
て 

10
月
１
日
付
で
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

区
域
外
就
学
及
び

　
　
　
指
定
校
変
更
に
つ
い
て

各
児
童
生
徒
に
通
学
区
域
の
就
学

す
べ
き
学
校
を
指
定
し
て
お
り
ま
す

が
、
指
定
校
以
外
へ
の
就
学
を
希
望

す
る
場
合
は
教
育
委
員
会
に
事
前
に

問
合
わ
せ
の
う
え
、
必
要
書
類
を
添

え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
※
指

定
校
変
更
は
小
学
校
の
み
で
す
。） 

申
請
が
で
き
る
の
は
主
に
次
の
理
由

で
す
。

○
転
居
予
定

○
身
体
的
・
家
庭
的
理
由　

等

就
学
援
助
費
・
新
入
学
児
童
生
徒

学
用
品
費
の
入
学
前
支
給
に
つ
い
て

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
お
子
さ
ん

の
就
学
費
の
支
出
が
困
難
な
ご
家
庭

に
対
し
、
学
校
で
か
か
る
費
用
の
一

部
を
援
助
し
て
い
ま
す
。「
新
入
学

児
童
生
徒
用
品
費
」
に
つ
い
て
、
入

学
前
の
３
月
に
支
給
を
実
施
し
ま
す
。

支
援
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
要
件
を

確
認
の
う
え
必
要
書
類
を
添
え
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

教
育
課
学
務
係
（
83
）
２
２
４
６

　

お
く
た
ま
コ
ラ
ム

  　
聞

く

み

み

「
図
書
館
は
自
分
に
と
っ
て
先
生
」

教
育
委
員 

小
峰 

一
郎

「
と
な
り
の
た
ぬ
き
が
だ
い
き
ら
い
。

お
月
さ
ま
が
、
や
っ
つ
け
て
く
れ
る

と
言
う
の
で
、
う
さ
ぎ
は
、
お
月
さ

ま
と
あ
る
約
束
を
し
ま
し
た
。
そ
の

約
束
と
は
？　

そ
し
て
１
か
月
後
、

う
さ
ぎ
は
・
・
・
」

せ
な　

け
い
こ
作
・
絵
「
と
な
り
の

た
ぬ
き
」
と
い
う
絵
本
で
す
。

人
は
だ
れ
で
も
気
の
合
わ
な
い
人
、

苦
手
な
人
が
い
る
と
思
い
ま
す
。
多

様
性
の
時
代
で
す
。
そ
う
い
う
人
が

い
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
で
も
、
見

方
を
変
え
て
み
た
ら
・
・
・
。

皆
さ
ん
図
書
館
を
利
用
し
て
い
ま

す
か
？
私
は
奥
多
摩
の
歴
史
に
興
味

が
あ
り
、
小
河
内
ダ
ム
建
設
に
関
す

る
資
料
や
、
奥
多
摩
の
石
灰
石
産
業

に
つ
い
て
学
習
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
熱
中
し
て
い
る
コ
ケ
や
野
草
の
名

前
を
調
べ
た
り
し
て
、
図
書
館
は
私

に
と
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え

て
く
れ
る
先
生
で
す
。
み
な
さ
ん
も

図
書
館
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

職　名 氏　名 任　期

教育長 野崎 喜久美
自 R  4. 10. 1
至 R  7.  9. 30

教育長 原島  幹典
自 R  3. 10. 1

職務代理者 至 R  7.  9. 30

委　員 小峰  一郎
自 R  4. 10. 7
至 R  8.  10. 6

委　員 武本 正明
自 R  5. 10. 1
至 R  9.  9. 30

委　員 大串 千代 自 R  6. 10. 1
至 R  10.  9. 30

【奥多摩町教育委員の構成表】
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第
31
回 

海
外
派
遣
事
業
実
施
（
７
月
27
日
～
８
月
７
日
）

今
年
で
31
回
目
と
な
る
海
外
派
遣
事
業（
中
学
生
等
）で
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア・

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
・
バ
イ
ロ
ン
ベ
イ
に
13
日
間
、
中
学
生
11
名
を

派
遣
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
体
験
や
現
地
の
生
徒
と
の
交
流
、
授
業
へ
の

参
加
を
行
う
こ
と
で
、
海
外
の
伝
統
や
生
活
及
び
文
化
を
肌
で
感
じ
取
り
、
国

際
感
覚
を
も
っ
た
青
少
年
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

帰
国
後
も
海
外
派
遣
を
通
し
て
体
験
し
た
こ
と
を
生
か
し
、町
の
イ
ベ
ン
ト・

学
校
・
地
域
に
お
い
て
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

神
津
島
洋
上
セ
ミ
ナ
ー
実
施
（
８
月
18
日
～
21
日
）

今
年
度
は
小
学
生
31
名
、
中
学
生
８
名
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
９
名
他
、
総
勢
50

名
が
参
加
し
、
竹
芝
桟
橋
か
ら
大
型
客
船
で
出
発
し
ま
し
た
。
翌
日
の
朝
に
神

津
島
へ
到
着
し
、
世
界
に
一
つ
だ
け
の
黒
曜
石
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り
体
験
を
し
、

午
後
は
多
幸
湾
丸
島
海
水
浴
場
で
魚
や
貝
を
探
す
な
ど
、
神
津
島
の
自
然
を
学

び
ま
し
た
。
翌
日
は
赤
崎
海
岸
で
神
津
島
村
の
子
供
た
ち
と
合
流
し
、
お
互
い

に「
町
と
村
」の
魅
力
を
教
え
合
う
な
ど
、交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

伊
豆
七
島
の
青
い
海
と
、
島
の
雄
大
な
自
然
の
中
で
伸
び
伸
び
と
体
験
活
動

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。セ
ミ
ナ
ー
で
は
中
学
生
が
小
学
生
を
見
守
り
、

活
動
班
や
各
宿
舎
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
も
活
躍
し
て
お
り
、
小
学
生
は
、
そ
の

中
学
生
の
姿
か
ら
見
て
学
ぶ
こ
と
で
、
今
後
の
日
常
生
活
の
中
で
生
か
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

多幸湾での集合写真

赤崎海岸での海水浴
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